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はじめに 

国際交流センター長 渋谷 真樹 

 

本学は、赤十字の人道主義や国際性を背景に、人々が豊かで平和に、そして健康に生きる社会

の創設に貢献できる人々を育てています。赤十字の理念を体得するために、国際交流は欠かせな

い柱です。そこで、本国際交流センターは、2015年の設立以来、複数の大学と大学間交流協定を

結んで学生や教員の派遣・受け入れを行ったり、国際シンポジウムを開催したりするなど、赤十

字社のネットワークを生かしつつ、研究・教育・社会貢献の各領域で、国際交流や国際教育事業

の推進をはかってきました。 

今年度は、6月にアフガニスタンより、女性人権活動家のマブーバ・セラジ氏をお迎えし、「ア

フガニスタン女性のおかれた状況と保健課題」をテーマにたいへん貴重なご講演をいただきまし

た。2021年に TIMESの「世界で最も影響力がある 100人」にも選ばれているセラジ氏にご来学い

ただけたことは、赤十字ならではのことと思います。アフガニスタンの困難な現状を知り、私た

ちが日本からできることについて考え、行動する機会をいただきました。 

11月 には韓国交通大学からキム・ヨンハ先生をお招きし、「看護学生のためのアクティブ・ラ

ーニング：日韓経験交流ワークショップ」を実施しました。当初、英語と日本語で行っていたワ

ークショップでしたが、参加した大学院生や学部生の中に韓国に堪能な人がおり、3 か国語での

開催になりました。本学の学生の底力を感じた出来事でした。 

4 月にはアンゴラ保健省より視察があり、8月にはチェンマイ大学から 研究者が来学しました。

いずれも、本学の教員の日ごろからの国際的な研究活動の賜物です。 

学生の国際活動も活発に行われました。8月のアメリカ・ワシントン大学での語学研修は予想を

越える人気ぶりで、あっという間に募集枠が埋まってしまいました。そこで、急遽 2 月 3 月にも

実施し、英語でのコミュニケーションや異文化間の経験を積む機会を設けました。 

10 月から 11 月にかけては、スウェーデン赤十字大学からの交換留学生 3 名を迎えました。学

生部会による歓送迎会や、前年度の本学からの交換留学生によるアシスタントなど、学生も積極

的に受け入れに参画しました。 

2月、3月には、6人の学生がスイスとスウェーデンの協定大学に派遣されました。現地での体

験は、若い彼女たちにとって一生忘れない財産になったことと思います。その経験を、本学の他

の学生にも広めてくれることを期待しています。 
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このように、国際交流センターは、本学のグローバルな活動の拠点として、「人道(Humanity)」

という赤十字の理念を実現すべく、日々励んでいます。この活動報告書で、その活動を振り返り、

よりよい実践へとつなげていきたいと考えています。 
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Ⅰ．目的と運営 

 

Ａ．目的 

 

国際交流センターは、本学における国際交流事業に広く貢献することを目的として 2015 年 4 月

に設立された。学生や教員が様々な形で国際交流に参加できるよう、主に次の 6 つに関する活動

を実施している。 

  

1. 国際交流・国際教育事業の推進及び実施 

2. 大学間交流協定 

3. 外国人研究者等の受入・支援 

4. 学生の国際交流 

5. 国際会議・国際シンポジウムの開催 

6. その他国際交流活動及び国際事業・協力活動など 

  

  International Collaboration Center was established in April 2015 in order to contribute widely to 

international exchange programs in our college. We implement various international activities for our 

students as well as faculty members to take part in the programs. 

  

1.  To promote as well as implement international exchange and education 

2.  To exchange agreements with universities 

3.  To accept and support researchers from foreign countries 

4.  To promote international exchange programs for students 

5.  To hold international conferences and symposiums 

6.  To promote other international exchange activities as well as international programs and 

cooperative activities 
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                 Ｂ．運営 

国際交流センターは、日本赤十字看護大学国際交流センター規程に定める通り、本学教授を国

際交流センター長とし、国際交流センター運営委員会を置いている。委員会は、センター長を含

む 13 名の教員と 4 名の職員で構成され、上述の国際交流センターの目的 1～6 及び運営に関して

毎月協議・報告を行っている。運営に関わる財源は、国際交流センター運営委員会予算から支出

している。 

各活動の担当者は次の通りである。 

表 1. 国際交流センター運営委員会 各活動担当者一覧表 

 

担　当　役　割 教　員 職　員

国際交流センター長 渋谷　真樹

国際交流センター運営委員会　副委員長
齋藤　英子

住谷　ゆかり

研修・語学力の推進（TOEFL-ITPテスト）
（会場運営）

遠藤　花子
田代　幸子
服部　弓子
庄木　里奈

MOU 齋藤　英子

他国からの教員受入・外国人研究者受入
角田　敦彦
安部　陽子
齋藤　英子

スウェーデン赤十字大学　交換学生受入・派遣
スイス　ラ・ソース大学　交換学生受入・派遣

吉川　悦子
古城門　靖子
田代　幸子

住谷　ゆかり

ワシントン大学大学語学研修
遠藤　花子

住谷　ゆかり

学生部会

古城門　靖子
田代　幸子
鈴木　瞳

服部　弓子
庄木　里奈

国際会議・国際シンポジウム
野口　眞貴子
齋藤　英子
吉川　悦子

年報・報告書
安部　陽子
角田　敦彦

ＨＰ更新、その他支援

高橋　朋子
平泉　奏

矢野　悠太
髙　汐里

高橋　朋子
平泉　奏

矢野　悠太
髙　汐里
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            Ⅱ.活動内容 

 

Ａ．国際交流・国際教育事業の推進及び実施 

   

国際交流センターは、原則として、毎月定例で会議を開催し、国際交流・国際教育事業の推進

及び実施をしている。６つの海外大学と「看護教育および研究・開発に関する覚書（MOU）」を締

結し、随時更新している。MOU に則って学生や教員の派遣や受け入れをしており、その選考や準

備、実施を行っている。MOU 締結校以外への学生の海外研修としては、ワシントン大学への語学

研修を設けており、両キャンパスの学生が参加している。 

MOU 提携校以外からも外国人の研究者や実務家・学生等から申し入れがあれば、随時検討の上、

受け入れを行い、本学の教育プログラムや施設を紹介している他、本学教員によるレクチャーや

ディスカッションの場を設定している。 

学生の国際交流としては、学生部会を設置し、交換留学生との親睦や学内行事への参加など、

学生の国際交流を図っている。 

さらに、海外の研究者や実務家を招いて国際シンポジウムを開催し、学内外にグローバルな知

的交流の場を提供している。 

以下、それぞれについて、本年度の具体的な活動を報告する。 

 

Ｂ．大学間交流協定 

 

１．大学間交流協定提携校 

本学では、以下の海外の大学と「看護教育および研究・開発に関する覚書（MOU）」を締結し

ている。 

 

・スウェーデン赤十字大学 (The Swedish Red Cross University, Sweden)                   

・スリサバリンダタイ赤十字看護大学 (Srisavarindhira Thai Red Cross Institute of Nursing, 

Thailand)     

・ラ・ソース大学 (La Source, School of Nursing, University of Applied Sciences and  

                                      Art of  Western Switzerland, Switzerland)          

・カンボジア健康科学大学 (University of Health Sciences, Cambodia)            



 

 

6 

 

 

・聖アンソニー看護大学 (Saint Anthony College of Nursing, USA)                              

・グランド・バレー州立大学 (Grand Valley State University, USA)      

                    

２．MOU更新状況 

 2024年度の MOU更新をめぐる状況は、以下の通りである。  

 

表 2. ＭＯＵ 締結交流 

 

 

Ｃ．外国人研究者等の受け入れ・支援 

1. アンゴラ保健省関係者 

2024 年 4 月 17 日（水） 「アンゴラ国プライマリヘルスケア施設における妊産婦ケアの質改

善プロジェクト」における「妊産婦ケアの質改善」研修の一環として、アンゴラ保健省関係者 3

名、JICA プロジェクト関係者 3 名、通訳１名の訪問を受けた。母子ケア実習施設見学を含む大学

説明と共に、国際保健助産学専攻大学院生との交流が行われた。訪問者の一覧および訪問スケジ

ュールは以下である。 

 

1) Dr. FRANCISCO Ketha Rubuz, Primary Health Department, Ministry of Health of Angola 

Head of Department 

2) Dr. NHUMBA Lucas Antonio, Provincial Gavinet of Health in Huambo, Ministry of Health 

of Angola Head of Provincial 

3) Dr. LUVANGAMO Paulo Miguel, Provincial Gavinet of Health in Huíla, Department of 
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Public Health, Ministry of Health of Angola Head of Provincial 

4) Mr. 定森 徹, JICA プロジェクト専門家  業務主任者／地域保健 

5) Mr. 福嶋 幸 JICA プロジェクト専門家  副業務主任者／母子保健 

6) Ms. 鈴木 美保, JICA プロジェクト専門家 "医療サービスの質管理／母子保健政策／研修管

理" 

7) 通訳  

 

表 3．アンゴラ保健省関係者 受け入れ スケジュール 

時間 スケジュール 場所 担当者 

8:50 大学到着 
玄関 

 →207 教室 

高橋、鳥羽、齋藤、東、加藤、 

笹川 

  

9：00-9：40 

学長挨拶 学長室 守田、渋谷、齋藤、笹川 

大学説明 

 （本学の歴史・理念・カリキュラ

ム・教育の特徴等） 

207 教室 
渋谷、角田、齋藤、東、加藤、 

 高橋、矢野、笹川 

9:40-10:30 
日本赤十字看護大学施設見学  

図書館、展示コー

ナー、教室など 

渋谷、齋藤、東、加藤、 

 高橋、矢野、笹川 

母子ケア実習施設見学 第 3 実習室 齋藤、東、加藤、笹川 

10:40 

国際保健助産学専攻大学院生

との交流 

 ・アンゴラの Country Profile 紹

介 

 ・「科学的根拠に基づいた助産

ケア：アンゴラを例に」講義 

 ・質疑応答 

207 教室 
加藤、笹川 

 修士 1 年学生（約 10 名） 

12:15 見送り 
207 教室 

 →玄関 
加藤、高橋、矢野、笹川 
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守田学長 表敬訪問          アンゴラ共和国に関するご講演 

 

施設見学               集合写真 

 

2. ウクライナ赤十字社事務総長の訪問 

2024 年６月 21 日（金）15：40～17：00 、ウクライナ赤十字社 事務総長および副事務長 の

訪問を受けた。訪問者の一覧および訪問日程は以下である。 

 

1) マクシム・ドツェンコ氏 Mr. Maksym Dotsenko， ウクライナ赤十字社 事務総長 

2) イリヤ・クレツコフスキー氏 Mr. Illya Kletskovskyy, ウクライナ赤十字社 副事務総長 

3) 五十嵐参事，本社国際部職員 

4) 篠﨑係長，本社国際部職員 

5) 石黒嘱託職員，本社国際部職員 
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表４．ウクライナ事務総長 受け入れ スケジュール 場所 第一会議室 

時間 スケジュール・担当者 

15：40 玄関でお迎え（高橋次長、高橋課長）、第一会議室に移動 

挨拶（守田学長）、参加者紹介（高橋次長）、 

大学説明（齋藤副委員長）、 

質疑応答（適宜対応）、記念撮影 

16：30 大学見学（高橋次長、高橋課長、矢野主事） 

第一会議室に移動（高橋次長他） 

17：00 玄関でお見送り（守田学長、佐々木副学長、桑原局長） 

 

 

3. チェンマイ大学（タイ） 

 

 2024 年 8 月 8 日（木）13:30～16:30 チェンマイ大学（タイ）の訪問を受けた。訪問者の一覧お

よび訪問日程は以下である。  

  

1. Associate Professor Dr. Wanpen Songkham 
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2. Associate Professor Dr. Weeraporn Suthakorn 

3. Associate Professor Dr. Anon Wisutthananont 

4. Associate Professor Dr. Waruntorn Jongrugrotsakul 

5. Associate Professor Dr. Patcharin Chaisurin 

 

時間 スケジュール・担当者 

13：30～15:30 お迎え（吉川）、209 教室に移動 

参加者自己紹介 

挨拶・大学紹介（渋谷委員長委員長）、記念撮影 

日本の看護教育制度、産業看護継続教育に関する紹介（吉川） 

タイの産業看護教育に関する話題提供 

意見交換・質疑応答（適宜対応） 

15：30~16:30 大学見学（吉川） 

お見送り 
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4. 中国紅十字会幹部の表敬訪問 

 2024年 12月 13日（金）16:30～17：00に、12 月 12 日（木）～12 月 16 日（月）で日本を訪

問されていた中国紅十字会幹部の表敬訪問があった。訪問者の一覧は以下である。 

 

1) Mr. Wang Ke, 中国赤常務副会長（Executive Vice President of Red Cross Society of 

China） 

2) Ms. Mi Na, 中国赤対外連絡部長（Director General of External Liaison Department, 

RCSC） 

3) Mr. Bei Xiaochao, 中国紅十字基金代表（Director General of Chinese Red Cross 

Foundation） 

4) Ms. Zhang Han, 対外連絡部 国際協力課 シニアオフィサー（Senior Officer of 

International Cooperation Division, External Liaison Department） 

5) Mr. Song Jingyan, 総務部 シニアオフィサー（Senior Officer of General 

Administrative Office, RCSC） 
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表 3. 他国からの来訪者受入れ一覧（2018 年度～2024 年度） 

 

 

Ｄ．学生の国際交流 

 

１．ワシントン大学語学研修 

2023年度より、米国のワシントン大学にて語学研修を行っている。2024年度は、看護学部より

15名の学生が参加した。参加可能な人数が限られていたため、先着順で募集したが、あっという

間に枠が埋まってしまい、3 月に 2度目の研修を追加することで対応した。3月には、看護学部生

9名、さいたま看護学部生 4名の計 13名が参加した。 

参加学生からのアンケートからは、充実した研修だったことが随所にみられた。 
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２．学生部会の活動 

 国際交流センター運営委員会では、交換留学生や海外からの訪問者と本学学生が交流を図る目

的で、2015 年度に国際交流センター学生部会を立ち上げた。2024 年度は 10 年目となり、学生主

体で積極的に企画・実施を行っている。2024年度の部会登録者数は、学部生と大学院生とで計 60

名を超え、学部２年生を中心に運営された。広尾キャンパスと大宮キャンパスでの交流も図りな

がら、年間を通して活動を行った。ほとんどの交流企画は対面で実施し、両キャンパスでの共同

活動はオンラインで繋ぎながら行った。主な活動内容は、広尾、大宮両キャンパスにおける大学

祭への出展、留学生との交流会であった。 

 2024 年度は、本学の学生・教員における国際交流を目的とした講演会が学生部会により企画・

開催された。2025 年 1 月 10 日（金）に医師の楢戸健次郎先生がさいたまキャンパスへ来校し、講

演会「ネパールにおける僻地医療の実際」について講演を行った。対面で、学生 11 名（1 年生 5

名・2 年生 4 名・3 年生 １名・４年生 1 名）教職員 7 名の計 18 名が参加した。先生のご講演に

続いて、学生らと先生との間で積極的に質問と意見交換がなされた。事後アンケートでは、全員

が講演に関して満足したと回答しており、ネパールでの医療支援の実際だけでなく、楢戸先生の

長い支援経験に裏付けられた知識や考え方から学びを得たこと、心に響く楽しい時間であったこ

とが多く述べられていた。 

学生らは、事前にネパールのことを調べて臨んで意見交換へ備えており、運営も学生部会が主

体的に行っていた。また、講演会へ参加したことにより新たに 3 名の学生が部会へ入会をした。 
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表 4  2024 年度 国際交流センター運営委員会 学生部会企画 

回 日程 時間 内容 
キャン

パス 
場所 来場者数 

１ 4/24（水） 12:15-12:50 新入生歓迎会 広尾 211 26 

２ 5/10(金) 12:20-12:50 新入生歓迎会 大宮 SALA 10 

３ 6/2（日） 10:00-16:00 プリムローズ祭 大宮 ゼミ室 2 20人以上 

４ 6/26（水） 12:15-12:50 
【共同活動】 

英語を学ぼう！ 

広尾＆

大宮 
211  

5 10/28（月） 12:15-12:50 

【留学生企画】 

スウェーデン留学生 

歓迎ランチ会 

広尾 210 41 

6 11/5 （月） 12:15-12:50 

【留学生企画】 

スウェーデン留学生 

歓迎ランチ会 

大宮 SALA 25 

7 11/8（金） 18:15-19:15 

【留学生企画】 

スウェーデン留学生 

送別会 

大宮 SALA 24 

8 11/16（土） 10:00-16:00 クロアルージュ祭 広尾 校内各所 17+来場者 

9 1/10（金） 18:00-18:45 
講演会「ネパールにお

ける僻地医療の実際」 
大宮 

多目的演習

室 
17 

学生部会の活動も対面での交流に戻り、学生同士が積極的に交流を楽しむ様子が見られた。次

年度へ向けても、両キャンパスでの連携も図りながら、オンラインと対面の良い部分を生かし、

国際交流推進に取り組みたいとの意見が出された。３．スウェーデン赤十字大学交換留学生の受
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入 

 スウェーデン赤十字大学との MOU は 2008 年 5 月に締結され、同年 11 月より交換学生の受入

れを開始した。本年は 10 月 24 日から 11 月 8 日の 2 週間の日程で Ms. Aischa El Haitali, Mr. Hao 

Hoang Nguyen, Ms. Ulu Hannan Gunya Bajun の 3 名の交換留学生を受け入れた。 

 受け入れにあたっては、広尾キャンパスでは精神保健看護学領域の鷹野教授および古城門准教

授、さいたまキャンパスでは基礎看護学領域の吉田教授が主担当となった。受け入れ内容の詳細

は、以下の表５のとおりである。 

 

表 5  2024 年度 スウェーデン赤十字大学交換留学生の受入日程 
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さいたまキャンパスでの歓迎ランチ会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広尾キャンパスでの歓迎ランチ会 

◆交換留学生（スウェーデン） 
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スウェーデン赤十字大学からの交換留学生の受け入れにあたり、広尾・大宮キャンパスのそれ

ぞれ初日にはオリエンテーションを開催した。また、期間中に日本赤十字社本社を見学した。ス

ウェーデン赤十字大学の交換留学生 3名は 11月 1日（金）に行った。さらに、国際交流センター

運営委員会学生部会が主催して歓迎会やさまざまな交流会、送迎会を行った。これらの活動を通

じて、交換留学生と両キャンパスの学生が親睦を深めた。    

        

 

 

  

 

４．スイス ラ・ソース大学交換留学生の受入 

 ラ・ソース大学との MOU は 2014 年 5 月に締結され、2015 年 10 月より交換学生の受入れを開

始した。3 名の交換留学生の受入れを計画していたが、ラ・ソース大学のカリキュラムの変更に伴

い、本年度は学生の派遣を見送るとの連絡があった。 

 

５．スウェーデン赤十字大学交換留学生派遣 

 スウェーデン赤十字大学の交換留学生派遣は、2025 年 2 月 24 日（月）～3 月 28 日（金）の 5
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週間であった。看護学部からは井萩原春さん、ヴォーゲル香名さん、さいたま看護学部からは埜

涼花さんが、交換学生として選抜された。クリニックやホームケアリングなどで実習を行った。

2025年度 5月には帰国報告会を予定している。  

 

表 7  2024 年度 スウェーデン赤十字大学交換留学生の派遣日程 

 

  
 

Måndag 26/2 

 

Introduktion 

Tisdag 27/2 

 

Hemsjukvården 

Onsdag 28/2 

 

Hemsjukvården 

Torsdag 29/2 

 

Hemsjukvården 

Fredag 1/3 

 

Ledig 

Måndag 4/3 

 

Hemsjukvården 

Tisdag 5/3 

 

Diabetes 

Mottagning  

Onsdag 6/3 

 

Diabetes 

Mottagning  

Torsdag 7/3 

 

Hjärt/Kärl  

Mottagning  

Fredag 8/3 

 

Ledig 

Måndag 11/3 

 

SSK Mottagning 

 

 

Tisdag 12/3 

 

SSK Mottagning 

Onsdag 13/3 

 

SSK Mottagning 

Torsdag 14/3 

 

SSK Mottagning 

Fredag 15/3 

 

Ledig 

Måndag 18/3 

 

SSK Mottagning  

Tisdag 19/3 

 

SSK Mottagning  

 

 

Onsdag 20/3 

 

SSK mottagning 

Torsdag 21/3 

 

SSK mottagning 

Slutbedömning 

Fredag 22/3 

 

Ledig 
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６．スイス ラ・ソース大学交換留学生派遣 

 ラ・ソース大学への交換留学生派遣は、2025 年 2 月 24 日（月）～3 月 14 日（金）の 3 週間で

あった。看護学部から太田愛実さん、木目田綾那さん、さいたま看護学部から阿部はるみさんが

交換学生として選抜された。病院実習を行ったり、国連本部や ICRCなどを見学したりした。詳細

は表 8のとおりである。スウェーデンと同様、2025年度 5月には帰国報告会を予定している。  

  

 

 

 

表 8  2024 年度 ラ・ソース大学交換留学生の派遣日程 

Global Health Nursing Exchange Program, Lausanne, Switzerland 

February 22nd – March 14th, 2025 
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Date Time Place Program Faculty Special 

Comments 

Sat., 

Feb. 22nd  

 Geneva  

 

 

 

 

 

 

 

Lausanne 

Arrival in Geneva 

airport: 

- EK089 – 12.45, 

from Dubai 

(Harumi, Kimeda, 

Manami, Umi) 

  

  

Welcome at the 

Students’ 

Residence 

2024 outbound 

students 

  

  

  

Ms Nadia Righetti, 

M. Christophe 

Boraley 

They will welcome 

and accompany 

the students to 

reach the dorms by 

train and bus. 

Sun.,  

Feb. 23rd 

13.00-

16.00 

Lausanne 

  

  

  

  

  

  

  

  

Lausanne 

Discovering 

Lausanne   

(visit, orientation) 

www.lausanne-

tourisme.ch/en 

  

Arrival in Zurich 

airport: 

- EK089 – 12.25, 

from Dubai 

− Train 

Zurich to 

Lausanne – 17.30 

(Sakina, Miyu) 

  

Welcome at the 

2024 outbound 

students 

  

  

  

  

  

  

  

Prof. Christophe 

Boraley 

Pick up at Students 

Residence La 

Source  

  

  

Welcome at 

Lausanne train 

station and 

accompany the 

students to dorms. 

http://www.lausanne-tourisme.ch/en
http://www.lausanne-tourisme.ch/en
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Students’ 

Residence 

Mon., 

Feb. 24th   

09:00-

11:00 

 

La Source,  

Vinet,  

room 102 

Welcome to 

Switzerland & 

Guided tour 

discovering La 

Source 

 

Prof. Karen Van der 

Veken, Dean, 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez,  

Ms Nadia Righetti 

Meet at La Source 

reception, Vinet 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

Lunch Vinet 

Pizza party 

11:00-

11:30 Site Security 

Information 

Eric Nicod 

Operations Manager 

/Fire protection safety 

officer 

11:30-

12:00 

La Source, 

Vinet 

  

Greetings and 

group picture,  

Mr. Stéphane 

Cosandey, 

Director 

Prof. Karen Van der 

Veken, Dean, 

Prof. Christophe 

Boraley, 

Prof. Debora Martinez 

14:00-

16:30 

La Source,  

Beaulieu, 

Simulated 

hospital, 

apartment A  

Bergières 14B 

  

Visit to the 

simulated hospital 

  

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez,  

Simulation team, Abel 

Delangre 

16:45-

18:00 

La Source,  

Beaulieu, 

room 8 

 

Presentation of 

the SU objectives 

and program, 

discussion time 

Prof. Christophe 

Boraley, 

Prof. Debora Martinez 

19:00- La Source,  
Informal gathering Prof. Karen Van der 
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21:00 Beaulieu, 

Presbytère  

(optional) 

  

Veken, Dean, Ms 

Nadia Righetti, 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez,  

2024 outbound 

students, 

student association 

(ADES) 

Tue.,  

Feb. 25th 

10:30-

12:00 

  

  

  

  

La Source, 

Beaulieu, 

auditorium 

Gailloud Lusso 

  

  

Conference 

mental health in 

Switzerland 

  

  

  

Prof. Shyhrete Rexhaj   

  

13:00-

14:30 

Conference 

Global Mental 

Health 

  

Prof. Debora Martinez 

15:00-

16:00 

Poster themes 

discussion and 

personal 

presentation 

preparation 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 

17:30-

20:00 

La Source, 

Beaulieu, 

auditorium 

Gailloud Lusso  

Personal 

presentation 

about school and 

region & informal 

gathering  

Prof. Karen Van der 

Veken, Dean, 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez, 2024 



 

 

28 

 

 

Presentation by 

ADES about 

HEdS La Source 

  

outbound students, 

student association 

(ADES)  

Wed.,  

Feb. 26th 

08:30- 

11:30 

La Source,  

TBC  

Individual study 

time 
 

  13:00- 

16:00 

La Source,  

TBC 

Clinical posting 

and private clinic 

preparation 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 

Thur., 

Feb. 27th  

08:30- 

11:30 

Lausanne 

  

Visit private clinic, 

Hirslanden Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 

  13h30

-

16h30 

TBC 

TBC 

Fri.,  

Feb. 28th 

06:00- 

17:00 

  

Lausanne 

Practical posting 
Paired with La Source 

students 

Clinical uniform 

&  

badge required. 

Lunch on site 

17:00-

17:45 

La Source, Vinet 

room 102 

Discussion time 

about the first 

week 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 

  

Sat., 

March 1st 

& Sun., 

March 2nd 

Free weekend 

Mon.,  

March 3rd 

  

08:30-

09:30 

La Source,  

Vinet, room 102 

Discussion time 

about SU 

objectives and 

program 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 
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10:00- 

12:00 

La Source, Vinet, 

room 102 

Conference:  

Swiss health and 

political system 

Prof. Cédric Bussy   

13:00- 

16:00 

TBC TBC TBC 

16h00

- 

18h00 

Rehabilitation 

workshops, 

Department of 

Community 

Psychiatry, 1008 

Prilly 

Visit of 

rehabilitation 

workshops – art 

studio Césure  

Prof. Debora 

Martinez; Prof. 

Christophe Boraley 

  

Tue., 

March 4th     

08:30- 

12:00 

  

La Source, 

Beaulieu, 

Simulated 

hospital, room 8 

Simulation: mental 

status clinical 

evaluation 

Prof. Pierre Lequin, 

Prof. Debora Martinez 

  

  

14:00-

16:00 

La Source, 

Beaulieu, 

room 4 

Workshop: 

partnership & care 

Prof. Evelyne Berger, 

Prof. Tania Zambrano 

Ovalle, Prof. Debora 

Martinez 

  

Wed.,  

March 5th  

09:00-

11:00 

La Source,  

Vinet,  

room 203 

Poster preparation 

time 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 

  

TBC La Source, TBC Conference : 

mental health in 

the workplace (1) 

TBC   

Thur., 

March 6th 

08:00- 

18:00 

  

Geneva Visit United 

Nations & Int. Red 

Cross Museum: 

www.redcrossmus

Prof. Karen Van der 

Veken, Dean, 

Prof. Debora Martinez 

Lunch at ICRC 

Restaurant  

http://www.redcrossmuseum.ch/en


 

 

30 

 

 

eum.ch/en  

www.un.org/  

Which links with 

today’s nursing?  

Fri.,  

March 7th 

10:00- 

12:00 

La Source, 

Beaulieu,  

room 09 

Poster preparation 

and discussion  

  

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez, Prof. Tania 

Zambrano Ovalle,   

clinical partners TBC 

  

13:00-

14:00 

La Source, TBC TBC 

  

TBC 

14:00- 

15:30 

  ADES activity in 

Lavaux OR 

Olympic Museum 

  

Student association 

members (ADES), La 

Source sport group 

members  

Sat.,  

March 8th 

& Sun.,  

March 9th 

Free weekend 

Mon.,  

March 10th  

08 :15

- 

12 :15 

Vevey Visit of Nant 

Foundation, 

eastern Vaud 

psychiatric sector 

Visit of Inizio, 

vocational 

rehabilitation 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 

 

14:00- 

16:30 

La Source, TBC  Discussion time 

and final 

presentation 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez 

Written report 

about your 

exchange 

http://www.redcrossmuseum.ch/en
http://www.un.org/
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preparation (approx. 300 

words/week) 

Tue.,  

March 11th  

  

TBC La Source, 

TBC  

Conference : 

mental health in 

the workplace (2) 

  

TBC   

13:00-

17:00 

Individual study 

time for poster 

and final 

presentation 

  

  

Wed., 

March 12th 

08:00- 

17:00 

TBC Daytrip to the 

Vaud mountains 

  

  

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez, Prof. Dean 

Karen Van der Veken 

  

Thur., 

March 13th 

08:30- 

16:30 

Lausanne 

Rue du Bugnon 

21 

  

Av. Bergières 11 

 Suggested 

cultural activities: 

Health and 

society museum:  

Musée de la main 

UNIL-CHUV  

  

Art brut collection:  

Collection de l'Art 

Brut 

  

student association 

(ADES) 

Poster deadline 

10:00 

https://www.museedelamain.ch/
https://www.museedelamain.ch/
https://www.artbrut.ch/
https://www.artbrut.ch/
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Fri., 

March 14th 

08:30-

10:00 

La Source,  

Vinet,  

Room 203 

  

Poster 

presentation, final 

presentation 

(10’/person), 

discussion and 

wrap up session 

  

Prof. Karen Van der 

Veken, Dean, 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez, Ms. Nadia 

Righetti, 2024 

outbound student, 

student association 

(ADES) members, 

Professors, students, 

clinical partners 

  

  

  

10:00-

11:00 

La Source, 

Vinet 

Closing ceremony 

  

Mr. Stéphane 

Cosandey, Director  

Prof. Karen Van der 

Veken, Dean, 

Prof. Christophe 

Boraley, Prof. Debora 

Martinez, 

Ms. Nadia Righetti, 

 

７．交換留学生派遣共通プログラム 

看護学部、さいたま看護学部の各ガイダンス期間に、学生部会の協力も得て、国際交流に関す

る説明会をハイブリッドで開催した。内容としては、語学研修プログラムの準備状況、スウェー

デン赤十字大学およびラ・ソース大学との交換留学再開に向けた準備状況を説明し、学生部会や

TOEFL ITP の紹介を行った。 

 

８．２０２４年度交換留学生派遣：選考およびガイダンス 

交換留学応募者数は 13 名であり、選考試験（英語筆記試験、面接）を行い、スウェーデン赤十

字大学およびラ・ソース大学への交換留学生を各 3 名選抜した。12 月 27 日に事前オリエンテー

ションを対面で行った。事務手続き連絡の他、外務省推奨のたびレジ登録や緊急連絡先の伝達な

ど、安全管理に関する周知を行った。 
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E．国際会議・国際シンポジウムの開催 

 

１．国際セミナー 

 2024 年度は、国際交流運営委員会の企画により、2 つの国際セミナーが開催された。 

（1）2024年 6 月 14 日にアフガニスタンより女性人権活動家のマブーバ・セラジ氏が来学し、

「アフガニスタン女性のおかれた状況と保健課題」をテーマに広尾キャンパスにて講演をし

た。当日は対面で 50 人程度、オンラインで 8 人が参加し、本学からはセンター長の渋谷真樹

先生が「日本における女性の高等教育」、本学修士課程 国際保健助産学専攻の新田真弓教授が

「日本における女性の健康課題」を報告し、セラジ氏からは、アフガニスタン女性の現状と健

康や教育に関する課題についてご講演があった。その後、アフガニスタンと日本の女性の健康

課題や高等専門教育、女性の生活と権利保護等について教員や大学院生と活発な意見交換がな

された。事後アンケートでは、26名から回答があり、全員が講演の内容に満足できた、役立っ

たと回答していた。自由回答からは、アフガニスタン女性が置かれた現状を知る貴重な機会が

得られたことに肯定的な評価が得られた。 
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（2）2024年 11 月 21 日に韓国交通大学からキム・ヨンハ先生をお招きし、広尾キャンパスに

おいて国際会議「看護学生のためのアクティブ・ラーニング：日韓経験交流ワークショップ」

を実施した。大学院生３名や学部生１名、教員３名が参加し、本学からはセンター長の渋谷真

樹教授が「アクティブラーニングの重要性」、齋藤副センター長が「助産学におけるアクティ

ブラーニングの実際」を報告し、キム先生からは、「韓国看護学生へのシミュレーショントレ

ーニングの実際」についてご講演があった。少人数であったが、日本語・英語・韓国語とを織

り交ぜながら活発な意見交換がなされて、密度の濃いワークショップとなった。アンケートで

は学生全員から回答があり、日本と異なる韓国の看護教育について知る機会となったこと、少

人数だったので意見や質問がしやすかった等の意見が述べられていた。 
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Ｆ．その他 国際交流活動及び国際事業・協力活動 

 

１．TOEFL-ITP  

 2024 年度は、TOEFL-ITP を 2 回広尾キャンパスにて実施した。交換留学等を希望している両学

部生、英語に興味を持っている両学部生、編入生、大学院生を対象とした。大学院 1 年生全員は

研究科教務委員会より受験料が支払われた。本学の修士課程国際保健助産学専攻を受験予定の外

部の方も受験可能となり、このスコアを同選考の入試のスコアとして利用できるようになってい

る。 

 

第 1回 2024年 5月 25日（土）10時より実施 

 受験者合計 97名（学部 28名、さいたま看護学部 2名、修士 53名、博士 1名、外部 13名） 

第 2回 2025年 2月 22日（土）10時より実施 

 受験者合計 30名（学部 17名、さいたま看護学部 2名、修士 7名、博士 1名、外部 3名) 

 2025年度も 5月と 2月に 2回実施予定となっている。 
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